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≪平成２６年度全国学力・学習状況調査の概要≫

○目 的 ・義務教育の機会均等と水準の維持向上の観点から、児童生徒の学力

や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、改善

を図る。

・各教育委員会、学校等が、全国的な状況との関係において自らの教

育及び教育施策の成果と課題を把握し、改善を図るとともに、教育

に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

・各学校が、各児童生徒の学力や学習状況を把握し、児童生徒への教

育指導や学習状況の改善等に役立てる。

○調査期日 平成２６年４月２２日（火）

○調査方式 悉皆調査

○実施学校数・児童生徒数（山口県）

【小学校６年】公立小学校２９８校、特別支援学校１校 11,863人

【中学校３年】公立中学校１５１校、中等教育学校１校、

特別支援学校３校 11,729人

○調査内容 ① 教科に関する調査（国語、算数・数学）

・問題Ａ：主として「知識」に関する問題

・問題Ｂ：主として「活用」に関する問題

② 生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査

・児童生徒に対する調査

・学校に対する調査



平成２６年度全国学力・学習状況調査結果について

１ 教科に関する結果

① 全体の結果

○ 平均正答率を山口県と全国とで比べると、小・中学校ともに、国語、算数・数

学のＡ・Ｂの全区分で全国平均を上回る結果である。

② 各教科の結果

ア 全国の平均正答数、平均正答率との比較

【小学校】

平均正答数（問） 平均正答率（％）

山口県 全 国 山口県 全 国 全国との比較

国語Ａ 11.0／15 10.9／15 73.6 72.9 ＋0.7

国語Ｂ 5.8／10 5.5／10 57.8 55.5 ＋2.3

算数Ａ 13.5／17 13.3／17 79.5 78.1 ＋1.4

算数Ｂ 7.6／13 7.6／13 58.6 58.2 ＋0.4

【中学校】

平均正答数（問） 平均正答率（％）

山口県 全 国 山口県 全 国 全国との比較

国語Ａ 25.8／32 25.4／32 80.7 79.4 ＋1.3

国語Ｂ 4.7／ 9 4.6／ 9 52.4 51.0 ＋1.4

数学Ａ 25.3／36 24.3／36 70.3 67.4 ＋2.9

数学Ｂ 9.4／15 9.0／15 62.6 59.8 ＋2.8



イ　全国の平均正答率との経年変化

　【小学校】

　【中学校】

※　縦軸は、山口県と全国の平均正答率の差（％）を表している。
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中学校

〔参考〕過去の調査での平均正答数及び平均正答率

※ 平成２３年度は中止。

※ 平成２４年度は理科を実施。

※ 平成２２年度、平成２４年度については、文部科学省は、抽出調査であることを

踏まえ、「平均正答率（推計値）」と誤差を含めた幅をもった数値「平均正答率の

９５％信頼区間」を併せて公表している。

【平成２５年度】
平均正答数（問） 平均正答率（％）

山口県 全 国 山口県 全 国
国語Ａ 11.6／18 11.3／18 64.3 62.7
国語Ｂ 5.0／10 4.9／10 50.2 49.4
算数Ａ 14.8／19 14.7／19 77.9 77.2
算数Ｂ 7.8／13 7.6／13 59.9 58.4

平均正答数（問） 平均正答率（％）
山口県 全 国 山口県 全 国

国語Ａ 24.7／32 24.4／32 77.3 76.4
国語Ｂ 6.1／ 9 6.1／ 9 68.3 67.4
数学Ａ 23.6／36 22.9／36 65.5 63.7
数学Ｂ 7.1／16 6.6／16 44.2 41.5

【平成２４年度】
平均正答数（問） 平均正答率（95％信頼区間） （％）

山口県 全 国 山口県 全 国
国語Ａ 14.0／17 13.9／17 82.3（81.7～82.9） 81.6（81.4～81.7）
国語Ｂ 6.2／11 6.1／11 56.3（55.3～57.4） 55.6（55.4～55.8）
算数Ａ 14.0／19 13.9／19 73.5（72.6～74.4） 73.3（73.1～73.5）
算数Ｂ 7.5／13 7.7／13 58.0（57.0～59.1） 58.9（58.7～59.1）
理 科 14.7／24 14.6／24 61.2（60.3～62.2） 60.9（60.8～61.1）

平均正答数（問） 平均正答率（95％信頼区間） （％）
山口県 全 国 山口県 全 国

国語Ａ 24.1／32 24.0／32 75.2（74.7～75.8） 75.1（75.0～75.2）
国語Ｂ 5.8／ 9 5.7／ 9 64.1（63.4～64.8） 63.3（63.2～63.4）
数学Ａ 22.9／36 22.4／36 63.6（62.8～64.4） 62.1（62.0～62.3）
数学Ｂ 7.6／15 7.4／15 50.9（49.8～51.9） 49.3（49.2～49.5）
理 科 13.7／26 13.3／26 52.6（51.9～53.3） 51.0（50.9～51.1）

【平成２２年度】
平均正答数（問） 平均正答率（95％信頼区間） （％）

山口県 全 国 山口県 全 国
国語Ａ 12.6／15 12.5／15 83.8（83.2～84.5） 83.3（83.2～83.5）
国語Ｂ 7.9／10 7.8／10 79.1（78.1～80.2） 77.8（77.7～78.0）
算数Ａ 14.1／19 14.1／19 74.1（73.2～74.9） 74.2（74.0～74.4）
算数Ｂ 6.0／12 5.9／12 50.1（49.2～51.0） 49.3（49.1～49.5）

平均正答数（問） 平均正答率（95％信頼区間） （％）
山口県 全 国 山口県 全 国

国語Ａ 26.5／35 26.3／35 75.7（75.0～76.4） 75.1（75.0～75.2）
国語Ｂ 6.7／10 6.5／10 66.9（66.0～67.9） 65.3（65.1～65.5）
数学Ａ 23.8／36 23.3／36 66.2（65.2～67.3） 64.6（64.4～64.8）
数学Ｂ 6.3／14 6.1／14 45.1（43.9～46.3） 43.3（43.1～43.5）
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中学校

中学校
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ウ　領域別平均正答率の全国との比較【小学校】
 ［国語］

［国語Ａ：主として「知識」に関する問題］
Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26
-0.5 -1.5 0.9 0.0 0.7 1.1 1.8
-0.7 -2.1 0.6 0.0 2.3 1.2 2.2
-1.2 -5.3 -1.3 0.7 -0.2 1.7 -0.6
-1.0 -2.0 -2.1 0.5 0.6 1.8 0.8

［国語Ｂ：主として「活用」に関する問題］
Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26
-1.9 -2.8 0.1 1.2 0.6 1.6 1.0
-3.2 -3.0 -1.6 0.7 2.2 1.3 4.5
-2.7 -3.2 -2.1 1.7 -0.4 0.1 2.9
-2.3 0.0 0.1 0.3 1.0

※

　国語「知識」に関する問題について、「読むこと」以外の領域で全国平均を
上回っている。また、国語「活用」に関する問題について、すべての領域で全
国平均を上回っており、「書くこと」に大きな伸びが見られる。

言語項目とは、古典、文法、漢字・ローマ字、書写等に関する内容。平成２４年度か
らは「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」。

領  域

言語事項
読むこと
書くこと

話すこと･聞くこと

領  域
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 ［算数］

［算数Ａ：主として「知識」に関する問題］
Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26
-1.5 -2.9 0.9 -1.2 0.2 1.0 0.8
-2.6 -3.2 0.9 0.9 -1.3 1.6 1.0
-3.6 -4.6 -1.6 -0.5 -0.9 -1.0 1.7
0.6 -1.7 -2.7 1.4 3.6 0.8 2.7

［算数Ｂ：主として「活用」に関する問題］
Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26
2.7 -1.9 -1.7 -1.9 -0.6 2.7 0.6
-2.7 -5.0 -2.8 8.2 -0.4 1.2 0.7
-1.2 -4.2 -1.2 1.5 -0.3 -0.5 -2.2
-0.7 -2.4 -2.1 0.7 -1.9 1.4 1.1数量関係

図形
数量関係

領  域
数と計算
量と測定
図形

　算数「知識」に関する問題については、すべての領域で全国平均を上回って
いる。「図形」は初めて全国平均を上回った。また、算数「活用」に関する問
題については、「図形」以外の領域で全国平均を上回っているものの、全国平
均との差が小さくなっている。
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エ　領域別平均正答率の全国との比較【中学校】
 ［国語］

［国語Ａ：主として「知識」に関する問題］
Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26
0.8 0.8 1.1 0.7 2.1 1.3 1.3
4.8 -0.8 1.0 0.9 0.8 2.7 1.8
0.2 -0.2 0.9 0.8 0.7 0.8 0.9
0.5 0.9 1.1 0.3 -0.3 0.6 1.2

［国語Ｂ：主として「活用」に関する問題］
Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26
1.6 1.0 0.6
0.9 -0.4 2.8 1.9 1.4 1.5 2.1
1.2 -0.1 1.8 1.7 0.8 0.8 1.4
0.0 -1.5 1.5 1.9

※

領  域

　国語「知識」に関する問題について、すべての領域で全国平均を上回ってい
る。また、国語「活用」に関する問題について、すべての領域で全国平均を上
回っている。

言語事項

話すこと･聞くこと

書くこと
読むこと
言語事項

言語項目とは、古典、文法、漢字・ローマ字、書写等に関する内容。平成２５年度か
らは「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」。
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 ［数学］

［数学Ａ：主として「知識」に関する問題］
Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26
0.9 0.8 1.6 1.3 1.0 1.1 3.2
0.9 0.5 0.7 1.0 1.6 3.0 1.9

1.8 3.2
0.7 4.8

［数学Ｂ：主として「活用」に関する問題］
Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26
2.8 1.2 1.9 2.0 2.3 5.6 4.7
3.2 1.0 1.4 1.9 1.0 0.1 1.6

1.2 2.6
2.3 3.5

※

1.6

数と式
図形

「数量関係」の領域は、平成25年度から「関数」と「資料の活用」の２領域に分けら
れている。

関数
資料の活用

数量
関係

数量
関係

関数
1.7

資料の活用

2.2 -0.6 1.7 2.6 1.9

1.0 0.7 1.8

領  域
数と式
図形

領  域

　数学「知識」に関する問題については、すべての領域で、全国平均を上回っ
ている。特に「資料の活用」に伸びが見られる。また、数学「活用」に関する
問題については、すべての領域で全国平均を上回っている。
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オ 正答数ごとの分布 

【小学校 国語】 
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○ 「知識」に関する問題については、ほぼ全国と同様の分布状況にあるが、全国と比

べ正答数の多い児童の割合がやや高い。 

○ 「活用」に関する問題については、全国と比べ正答数の多い児童の割合が高く、正

答数の少ない児童の割合が低い。 

〔グラフについて〕 

横軸は生徒が正答した問題数、縦軸は正答数ごとの生徒の割合（％）を示している。 
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【小学校 算数】 

 

 

 

 

 

 

 

○「知識」に関する問題          ○「活用」に関する問題 
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○ 「知識」に関する問題については、ほぼ全国と同様の分布状況にあるが、全国と

比べ正答数の多い児童の割合がやや高い。 

○ 「活用」に関する問題については、ほぼ全国と同様の分布状況にあるが、全国と

比べ正答数の多い児童の割合がやや高い。 
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【中学校 国語】 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「知識」に関する問題          ○「活用」に関する問題 
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○ 「知識」に関する問題については、ほぼ全国と同様の分布状況にあるが、全国と比

べ正答数の多い生徒の割合がやや高い。 

○ 「活用」に関する問題については、ほぼ全国と同様の分布状況にあるが、全国と比

べ正答数の多い生徒の割合がやや高く、正答数の少ない生徒の割合が低い。 
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【中学校 数学】 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「知識」に関する問題          ○「活用」に関する問題 
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○ 「知識」に関する問題については、全国と比べ正答数の多い生徒の割合が高く、正

答数の少ない生徒の割合が低い。 

○ 「活用」に関する問題については、全国と比べ正答数の多い生徒の割合が高く、正

答数の少ない生徒の割合が低い。 

全国平均正答数 
全国平均正答数 

全国平均正答数 全国平均正答数 



カ 各教科の特徴

○ 小学校国語

国語Ａについては、平均正答率が73.6％であり、全国平均を上回っているものの、知
識・技能の定着にやや課題が見られる。国語Ｂについては、平均正答率が57.8％であり、
全国平均を上回っているものの、知識･技能の活用に課題が見られる。

【相当数の児童ができている点】
（Ａ）第５学年までに学習した漢字を読むこと、書くこと
（Ａ）文の意味のつながりを捉え、仮定の表現を用いて適切な文に書き直すこと

【課題のある点】
（Ａ）故事成語の意味と使い方を理解すること、新聞の投書を読み、表現の仕方を捉える

こと
（Ｂ）立場や根拠を明確にして、質問や意見を書くこと

○ 小学校算数

算数Ａについては、平均正答率が79.5％であり、全国平均を上回っているものの、知
識・技能の定着にやや課題が見られる。算数Ｂについては、平均正答率が58.6％であり、
全国平均を上回っているものの、知識･技能の活用に課題が見られる。

【相当数の児童ができている点】
（Ａ）整数や分数の四則計算をすること
（Ｂ）示された場面から計算の結果の見通しをもち、（２けたの数）×（１けたの数）の

筆算をすること
【課題のある点】
（Ａ）割合が１より小さい場合でも、比較量が（基準量）×（割合）で求められることを

理解すること
（Ｂ）示された情報を基に、畳の敷き方を図示すること、示された情報を整理し、筋道を

立てて考え、小数倍の長さの求め方を記述すること

○ 中学校国語

国語Ａについては、平均正答率が80.7％であり、成果が見られた。国語Ｂについては、
平均正答率が52.4％であり、全国平均を上回っているものの、知識･技能の活用に課題
が見られる。

【相当数の生徒ができている点】
（Ａ）文脈に即して漢字を正しく読むこと
（Ａ）語句の意味を理解し、文脈の中で適切に使うこと

【課題のある点】
（Ａ）目的に沿って話し合い、互いの発言を検討すること
（Ｂ）資料から適切な情報を得て、伝えたい事実や事柄が明確に伝わるように書くこと

○ 中学校数学

数学Ａについては、平均正答率が70.3％であり、全国平均を上回っているものの、知
識・技能の定着にやや課題が見られる。数学Ｂについては、平均正答率が62.6％であり、
全国平均を上回っているものの、知識･技能の活用に課題が見られる。

【相当数の生徒ができている点】

（Ａ）単項式どうしの除法（10xy ÷5x）を行うこと、等式の性質と移項の関係を理解す
ること

（Ｂ）空間における位置に関する情報を適切に読み取ること
【課題のある点】
（Ａ）図形の回転移動において辺や角の対応を読み取ること、円柱と円錐の体積の関係や

関数の意味を理解すること
(Ｂ）証明の過程や結論を基に、新たに図形の性質を見出すこと



イ

イ

③-(1) 具体的な問題と解答状況 －小学校国語－

○相当数の児童ができている点

【小学校 国語Ａ】

○ 第５学年までに学習した漢字を読むこと、書くことについて、正答率が高い。

１ 一 部の漢字の読みを、ひらがなでていねいに書きましょう。

（１） 道路の 標識 を見る。

１ 二 部のひらがなを、漢字でていねいに書きましょう。

（１） 料理をのせた さら を運ぶ。

【小学校 国語Ｂ】

○ 文の意味のつながりを捉え、仮定の表現を用いて適切な文に書き直すことについ

て、 正答率が高い。

６ 黒木さんは、次の【きのうの出来事】についての文章を書いたあと、読み返して、適切な表

現にしようとしています。あとの一と二の問いに答えましょう。

【きのうの出来事】

二 部は、そのあとに続く「母の注意に耳をかたむけていたらよかったと反省しました。」

という内容に対して、適切な表現ではありません。 部を書き直すときに使うこと

ができる言葉を、１から５までの中から三つ選んで、その番号を書きましょう。

１ なるならば

２ なるし

３ なるのに

４ なるのだったら

５ なるのであれば

イ

わたしは、きのうの夜、母に注意されたのに、おそくまでテレビを見たり、音楽を聞きま

した。そのため、夜にねむれなくなってしまいました。このようなことになったのは、母の

注意に耳をかたむけていたらよかったと反省しました。

【正答】 １ 一（１） ひょうしき

正答率

山口県 85.1%

全　国 83.1%

【正答】 ６ 二 １、４、５

正答率

山口県 92.0%

全　国 91.7%

【正答】 １ 二（１） 皿

正答率

山口県 97.9%

全　国 97.8%



●課題のある点

【小学校 国語Ａ】

● 故事成語の意味と使い方を理解することについて課題がみられる。

２ 一

２ 二

２ 一

２ 二

【小学校 国語Ａ】

● 新聞の投書を読み、表現の仕方を捉えることに課題がみられる。

４

【正答例】 ４ ４

【正答例】 ２ 一 ３

２ 二 ２

正答率

山口県 70.1%

全　国 71.7%

正答率

山口県 50.6%

全　国 55.8%

正答率

山口県 49.7%

全　国 49.9%



【小学校 国語Ｂ】

● 立場や根拠を明確にして、質問や意見を書くことに課題がみられる。

１ 三

【参考】

類似過去問題
平成２４年度 全国学力・学習状況調査 小学校国語Ｂより

２ 二

中

略

正答率

山口県 54.7%

全　国 52.6%

【正答例】 ２ 二

「満足している」の割合をみると、中学二年生の二十九％に対

して、中学三年生はそれより十五％も高くなっています。そのこ

とから、中学三年生に「どのような理由で満足度が高くなるので

すか。」と質問をしたいです。（100字）

【正答例】 １ 三

（大野さんの発言に対

して）質問（があります。）

「去年の卒業文集には読

みにくいところがありま

した」と言いましたが、

どの部分が読みにくかっ

たのですか。また、文字

以外に読みにくいところ

はありましたか。（94字）

正答率

山口県 30.6%

全　国 28.3%

正答率

山口県 54.7%

全　国 52.6%

【正答例】 ２ 二

「満足している」の割合をみると、中学二年生の二十九％に対

して、中学三年生はそれより十五％も高くなっています。そのこ

とから、中学三年生に「どのような理由で満足度が高くなるので

すか。」と質問をしたいです。（100字）



③-(2) 具体的な問題と解答状況 －小学校算数－ 

  ○相当数の児童ができている点 

【小学校 算数Ａ】 
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【小学校 算数Ｂ】 

 

 

 

１(1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 整数や分数の四則計算をすることについて、正答率が高い。 

【正答】１ (1) １０３ 
 正答率 

山口県 97.4％ 

全 国 96.9％ 

 
 正答率 

山口県 93.5％ 

全 国 92.8％ 

 
 正答率 

山口県 92.3％ 

全 国 91.8％ 

 
 正答率 

山口県 92.9％ 

全 国 90.6％ 

 

【正答】１ (2) ５４１８ 

【正答】１ (4) ０.４ 

【正答】１ (6)  
１１ 

１５ 
 

 さらに、□の中に「７」、

「８」、「９」を入れて計算し、

横に同じ数字が並ぶかどうか

を調べます。 

 横に同じ数字が並ぶ計算

を、下の１から３までの中か

ら１つ選んで、その番号を書

きましょう。 

 正答率 

山口県 95.1％ 

全 国 94.6％ 

 

【正答】１ (1) ３ 

○ 示された場面から計算の結果の見通しをもち、２桁の数×１桁の数の筆算をする

ことについて、正答率が高い。 

（わりきれるまで計算
して、商を小数で書きま
しょう。） 



●課題のある点 

【小学校 算数Ａ】 
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【正答】２（２） ３ 

 正答率 

山口県 55.5％ 

全 国 54.1％ 

 

【参考】類似過去問題 平成２４年度 全国学力・学習状況調査 小学校算数Ａより 

３ 

 赤いテープと白いテープについて次のことがわかっています。 

 

 

 

 

(2) 白いテープの長さを求める式を書きましょう。 

ただし、計算の答えを書く必要はありません。 

 

【正答例】 

３ (2) 

式 １２０÷０．６ 

 正答率 

山口県 42.1％ 

全 国 41.1％ 

 

● 割合が１より小さい場合でも、比較量が （基準量）×（割合） で求められる

ことを理解することに課題が見られる。 

赤いテープの長さは 120cm です。 

赤いテープの長さは白いテープの長さの 0.6 倍です。 



【小学校 算数Ｂ】 
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● 示された情報を基に、畳の敷き方を図示することに課題が見られる。 

【正答例】５ (1)  

 

 

 

 

 

 

 

 正答率 

山口県 66.9％ 

全 国 69.4％ 
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【参考】類似過去問題 平成２１年度 全国学力・学習状況調査 小学校算数 B より 

４ 

  

【正答例】４ (1)  

 

 

 

 

【答え】１０枚 

 

 正答率 

山口県 77.1％ 

全 国 79.1％ 

 



【小学校 算数Ｂ】 
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【正答例】５ (3)  

【求め方】 まず、妹の一あたの長さを求めるため

に、妹の身長の 10％の長さを計算します。140

×0.1＝14 で、約 14cm になります。次に、妹の

はしの長さを求めるために、妹の一あたの長さ

を 1.5 倍します。14×1.5＝21 で、約 21cm にな

ります。 

【答え】 （約）21cm 

● 示された情報を整理し、筋道を立てて考え、小数倍の長さの求め方を記述する

ことに課題が見られる。 

 正答率 

山口県 33.7％ 

全 国 33.0％ 

 



③-(3) 具体的な問題と解答状況 －中学校国語－

○相当数の生徒ができている点

【中学校 国語Ａ】

○ 文脈に即して漢字を正しく読むことについて、正答率が高い。

８ 二 文中の 線部の漢字の正しい読みをひらがなでていねいに書きなさい。

３ 新記録に挑む。

【中学校 国語Ａ】

○ 語句の意味を理解し、文脈の中で適切に使うことについて正答率が高い。

８ 三 次のアからキの文では、（ ）の中の１から４までのうち、どれが最も適切ですか。それ

ぞれ一つずつ答えなさい。

イ 先のことは分からないが、

（ １ とりあえず ２ 思いがけず ３ 覚えず ４ 知らず知らず ）

準備だけはしておこう。

正答率

山口県 95.5%

全　国 95.2%

【正答】 ８ 二３ いど（む）

【正答】 ８ 三 イ １

正答率

山口県 96.9%

全　国 96.2%



●課題のある点

【中学校 国語Ａ】

● 目的に沿って話し合い、互いの発言を検討することに、課題がみられる。

６ 一

正答率

山口県 54.1%

全　国 54.3%

【正答例】 ６ 一 未来の姿（４字） 私たちの未来（６字）



【中学校 国語Ｂ】

● 資料から適切な情報を得て、伝えたい事実や事柄が明確に伝わるように書くこと

に課題がある。

２ 三

三 封筒に貼ってある切手を水の中にしばらく浸しておくと、きれいにはがすことができるようにな

ります。その理由を次の条件１と条件２にしたがって書きなさい。

なお、読み返して文を直したいときは、二本線で消したり行間に書き加えたりしてもかまいません。

条件１ 「切手」、「液体」、「アンカー効果」という言葉をすべて使って書くこと。

条件２ 二十字以上、五十字以内で書くこと。

正答率

山口県 29.7%

全　国 28.4%

【正答例】 ２ 三

切手を水に浸すことで、固体となっていたのりが液体となり、アンカー効果がな

くなるから。



【参考】類似過去問題 平成２４年度 全国学力・学習状況調査 中学校国語Ｂ２より

三 【祖母向けの説明書の下書き】の には、どのような説明を加えたらよいですか。次の条

件１と条件２にしたがって書きなさい。

なお、読み返して文を直したいときは、二本線で消したり行間に書き加えたりしてもかまいません。

条件１ 「緑」、「赤」、「ピピッ」という言葉をすべて使って書くこと。

条件２ 六十字以上、八十字以内で書くこと。

正答率

山口県 70.6%

全　国 68.4%

【正答例】 ２ 三

ピントが合うと「ピピッ」と音がして、画面中央の四角い枠が緑になります。ピ

ントが合っていないと四角い枠が赤になるので、指を離してからもう一度押し直し

てください。



③-(4) 具体的な問題と解答状況（中学校数学）

○相当数の生徒ができている点

【中学校 数学Ａ】

○ 単項式どうしの除法を行うことについて、正答率が高い。

２

【中学校 数学Ａ】

○ 等式の性質と移項の関係を理解することについて、正答率が高い。

３

正答率

山口県 93.0%

全　国 91.1%

正答率

山口県 90.8%

全　国 89.7%

【正答】２ (２) ２ y

【正答】 ３ (１) イ



【中学校 数学Ｂ】

○ 日常的な事象を表した図を観察し、空間における位置に関する情報を適切に読み

取ることについて、正答率が高い。

１

正答率

山口県 93.9%

全　国 92.8%

【正答】 １ (２) ア



●課題のある点

【中学校 数学Ａ】

● 図形の回転移動において辺や角の対応を読みとることに課題がみられる。

４

正答率

山口県 45.3%

全　国 42.5%

【正答】 ４（３） ウ



【中学校 数学Ａ】

● 底面が合同で高さが等しい円柱と円錐の体積の関係について理解することに課題

がみられる。

５

参考 類似過去問題 平成２０年度全国・学力学習状況調査 中学校数学Ａ５（２）

５

【正答】 ５（４） エ

正答率

山口県 41.4%

全　国 38.7%

【正答】 ５（２） イ

正答率

山口県 52.6%

全　国 51.4%



【中学校 数学Ａ】

● 関数の意味を理解することに課題がみられる。

【中学校 数学Ｂ】

● 証明の過程や結論を基に、新たに図形の性質を見出すことに課題がみられる。

４（２）

正答率

山口県 24.1%

全　国 23.3%

正答率

山口県 36.9%

全　国 35.8%

【正答】 ９

① 料金 ② 重量

【正答】 ４ （２）４０°


